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1． 目的
　幼児期の 運動 あそび は、で きる、で きない の 体験だけで な く、自らの 身体能力 を試す場で も
ある。しか し、運動 あそびは こ れだけに終 らず、楽 しい ・お もしろ い と い う思 い で 実践する こ
とが大切で ある 。 その ため に戸外 で の 活発な あそび は不可欠で ある 。 戸外の 安全な広 い 場所で
仲間 と一緒に運動あ そび を行 うこ とで 、活動 が一層楽 しい ・お もしろい もの に な るで あろう。
また、「よ く食べ 、よ くあそび、よく眠 る」ため に は 、戸外で の 新鮮な空気、外気に よる皮膚
へ の 刺激などが必要で あり 、 改め て戸外あそびの重要性を認識する もので あ る 。 しか し 、 現代
は都市化、核家族化、少子化傾向が進んで お り、あ そび場所は も とよ り、あそ び仲 間の 存在 も
危 うい もの に な っ て きて い る。子 どもの 身体運動量や 運動内容を満 た す充分な環境が 、こ の よ
うな状況の 中で確保で きて い るの で あろ うか 。
　我々 は子ど もの あそび環境 、特に戸外で の あそび環境に つ い て 、1982年 （以下 82年 と記述す
る）と1996年 （以下96年と記述する）の 2回 に わた り、同様の 内容で ア ン ケ ー ト調査 を実施 し
た。96年の 調査で は相違 した居住地域 （住宅地域、都市中心部地域、都市周辺部地域）が及ぼ
す影響を中心 に検討 した 。 こ れ ら を比較 した もの は、2000年 3 月発行 の 本学研究紀要 第24号
「子 どもの あ そび環境 （3）」（以 下前回 と記述する）にお い て次の よ うに報告 した 。 82年か ら
96年の 15年間の 歳 月は予想通 り、あそび場所の 減少、戸外 あそびの 仲間の 減少 、戸外 あそび に
つ い やす時間の 減少、戸外あそびの減少等、あそび環境は悪 い 変化を呈 して い た 。 そ して 、居
住地域の あそび環境 が、戸外 あそび に影響 を与 え る こ とが明 ら か に な っ た。 し か し、一方で は 、
あ そび環境が好ま しい 居住地域にお い て も 、 戸外あ そびや あ そび仲間の減少も見られた 。
　 そこ で 、上述の 調査結果 を踏 まえ、今 回は居住地域 の 枠 に と らわれず共通 し た環境の 条件
に の 条件は調査項 目の 解析方法の と こ ろに記述〉の 子 ど も、す なわち、対象 を限定 し て 分析
して い く。これ によ っ て 、例 えば、居住 して い る地域 （上記の 3地域）に かか わらず周囲に好
ま し い あそび環境が あれば、戸外で あ そぶ の で あ ろ うか 、仲間が い れば戸外で あそぶ の で あろ
うか （前回は居住地域に よ る比較で こ れらの 部分が み えな か っ た）、また 、規則正 しい 生活 が
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戸外あそび を助長する の で はな い か 等に つ い て 分析する こ とで 、子どもの 戸外あそびの 環境に
影響 をお よぼす要因を明 らか に し た い 。
2． 調査方法
調査期 日
調査対象
第 1 回調査1982年 7 月中旬
第 2 回調査1996年 7月中旬
第 1回調査 3歳 〜 6歳 の幼稚 園児　 661名 （男子一347名　女子一314名）
第 2 回調査 3歳 〜 6歳の 幼稚 園児　1053名 （男子一518名　女子一535名）
　 ＊ 第 2 回 目の 調査は 1996年 にお こな っ たた め、震災の 影響を視野 に入れて 、あそ
　　び環境 に関わる震災の 影響の 有無に つ い て の 質問項 目を設 け、影響有 りの 回答
　　に つ い て は除外した 。 有 りの 回答は 190名で全サ ン プル 数の 約 15％で あっ た 。
調査方法
調査内容
　調査項目
質問紙法　幼稚 園を経由 し て 、園児の 保護者に 回答を依頼
第 1回調査 （1982年）回収率83％　第 2回調査 （1996年）回収率82％
問 1、地域の あそび環境　問 2 、よくあそ ぶ 場所は　問 3 、よくあそ ぶ 相手 は
問 4、活動的なあそびに つ い て 　問 5、あそびの 内容 に つ い て
問 6、あそびの種目　 問 7 、戸外あそびの時間　問 8、戸外あそびの仲間の 数
問 9 、戸外 あそび の 仲間の 性別　問10、戸外 あそび の 仲間の状況
問 11、戸外あそびか らの帰宅時間　問 12、テ レ ビ視聴時間
問 13、テ レ ビ視聴時間帯　問 14、習い ご とに つ い て
問 15、子 どもの か らだ の 調査
＊ 上記の質問の 選択肢に つ い て は添付の 質問紙 を参照
＊起床 ・就寝時間は記述形式の ため、次の 選択肢で資料を整理 した 。
起床時間
1234． 6時59分以前
． 7時 〜 7時 59分
． 8 時〜 8時59分
． 9時以降
就寝時間
　　 1．19時 59分以前
　　 2．20時一20時59分
　　 3 ．21時〜21時59分
　　 4．22時以降
調査項 目の 解析方法
　解析 の 条件
次 の 条件 に該 当す る子 どもを対象 に分析 する。
（1＞好ま しい あそび環境の 子 ど も と好ま しくな い あそび環境 の 子 ど もを比較する 。
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　三 笠 ・金築 ・久本 ：子 ど もの あそび環境（4）
　　 含ん で い る項 目は各々次の 3項 目で ある 。
　好ま し い あそび環境………近所に公 園な ど広い あそび場所が ある
　　　　　　　　　　　　　 近所に あそび仲間が い る
　　　　　　　　　　　　　 近所 は交通量が少ない
　好まし くな い あそび環境…近所に公 園な ど広い あ そび場所が ない
　　　　　　　　　　　　　 近所 に あそび仲間が あ ま りい な い
　　　　　　　　　　　　　 近所は交通量が 多い
（2）戸外あそびの 仲間の 数 を条件と して比較す る 。
　あそび仲間が多い …… 4 〜 5人で あそぶ こ とが多い
　あそび仲間が少ない … 1人で あ そぶ こ とが多 い
（3）生活習慣の 基本の 一つ で あ る起床時間、就寝時間 を条件 として比較する 。
　早寝 ・早起 き……20時59分 まで に 就寝、 7 時59分 まで に起床
　遅寝 ・遅起 き……21時以降に就寝、 8 時以降に起床
比較の 手順
　　1982年 と1996年の比較お よび同年同士の 比較 をする。
解析の 手順
　　
・上記の 質問項目ごとに後述の 項 目とク ロ ス 集計をして 、それ らを帯グ ラ フ で表し、
　　　カイ 2乗検定で関連の ある項目を 中心 と して 考察 をお こ なっ た 。
　　 ・ク ロ ス の 項目…… 「全体 （平均）」「性」「年齢」
　　 ・年少 は サ ン プル 数が少な い た め参考 と して グラ フ を掲載するに とどめ た。
　　　カ イ 2乗検定の 危険率 1％ は ＊ 印で、 5 ％ は △ 印で 図 中の 項 目に f寸記 した。
3．結果 お よび考察
［1］好 ま しい あそび環境 ・好 ま し くない あそび環境
　ア ン ケー ト調査項 目 「地域の あそび環境」か ら、あそび場所 ・あそび仲間 ・交通量 を条件 と
して 、これ らを含んで い るあそび環境を、あそび環境が好ましい （以下好 ま しい 環境と記述す
る）、あそび環境が好 ま しくな い （以下好 まし くない 環境と記述す る）の 二 つ に 分け比較検討
する 。
◎起床時間
　全体で み る と、好 ま し い 環境と好ま し くな い 環境に おい て 、早 く起 きる 、 遅 く起 きるの 傾 向
はみ られなか っ た 。 両環境 ともに ほ とん どの 子 どもが 7時〜 7時59分に起床 し、 6 時59分以前
の 早起き の 子 ど もや 8時以降 に起床して い る遅起き の 子 どもは、両環境と もに 1 割程度み られ
た 。また、好 ま しい 環境、好 ま し くない 環境それぞれの 96年 と82年 を比較 して も、 82年の 年中
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以外 は同様の 傾 向を示 して い た 。 この 年中は好ま しくない 環境の 方が遅 く起 きてお り 、 さ らに、
好 まし くない環境の 中で 82年と96年を比較す る と、82年に遅 く起き る傾向がみ られた 。こ れは
好 ま しくな い環境の 82年に遅起 きの 子 ど もが 44％ もあ り、 この数値が極め て 高い こ と に よる も
の で ある。
◎就寝時間
　好ま しい 環境と好ましくない 環境 を全体で比較する と 、 82年に次の ような傾 向がみ られ た 。
好 ま し い 環境は 2Q時 59分 ま で に就寝する早寝 の 子 どもが 多く、22時以降に就寝する、い わゆ る
遅寝の 子 どもは少 な い 。 しか し 、 96年の 両環境に よる傾 向はあま りみ られな か っ た 。
　さ らに、好ま しい 環境の 中で 96年 と82年を比較する と、82年の方 が性、年齢 ともに早寝の 傾
向がみ られた 。
◎活動的な あそびの 好き嫌 い （図一 1）
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　全体でみ る と、好ま しい 環境の 方が活動的な あそびを好む傾向に ある 。 特に96年に こ の 傾向
が著 しく現れて い る 。すなわち、好ま しい環境の 子 どもは 59％ が 「活動的な あそび を好む」 と
答えて い るの に対 し、好 ま しくな い 環境 は35％ で あっ た 。また、性や年齢の 中で は 、年長 と女
子 に前述の傾向が著 しくみ られた 。好 まし い 環 境と好ま しくな い 環境の 82年 をみ る と、好 まし
い 環境の 男子 に 、活動的なあそび を好む傾向が み られた 。 さ らに好ま しい 環境の 中で 96年 と82
年を比較すると、女子の 96年 に 82年よ り好む傾向がみ られ るが、これ以外は ほぼ 同様の傾向で
あ っ た。
◎ あそびの 内容 （図一 2）
　 　　 　 　 　 　　 　 　 　 　　 　 　 　 　　 　 図一2
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　全般的 に、「戸外 あそびが 多い 」と回答した者は好 まし い 環境 に 多く、「や や 多い 」を含 める
と、両年と もに約半数が戸外 で あそんで い る＝こ れに 対し て 好ま し くな い 環境の 子 ど もは約 1
割程度 し か 戸外あそび をして い な い 。 また室内あそびが 多い のは 、 好ま し くな い環境の 子 ども
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で 「やや 多い 」を含め ると、両年 ともに約半数近 くの 子どもが室内で あそん で い る。 これに対
し て 好 ま し い 環境の 子 どもの 室内あそびは 、「やや 多い 」を含め て も約 1割程度で あっ た。両
年 ともに好ま しい 環境の 子 どもは戸外あそび が多 く、室内あ そびが 少ない 傾向で ある 。好ま し
くない 環境は こ の 逆の 傾向で あ る 。 男子、女子、年長、年中 ともに こ の傾 向がみ られた 。
　視点を変えて 、戸外あそび を好 ましい 環境、好 ま しくな い 環境か らで は なく、前回の調査結
果 か ら考察する と 、 96年と82年の 比較で は 96年は戸外あそびが減少 し、室内あそび が増加 し て
い た。（戸外 あそび が 多い ・や や 多い 　　 82年 52％、96年33％、室 内あそび が 多い ・や や多い
一 82年 13％、96年25％で あ っ た）と こ ろが 、今回の よ うに、好ま しい あそび環境とい う条件
で 96年と82年の 戸外あそび を比較す ると、年月は 15年の 隔た りは あるが、同 じ環境 とい う条件
下で の 比較に お い て は戸外あそびの増加、減少等の 傾向はほ とん どみ られなか っ た 。
◎ よくあそぶ場所 （図一 3）
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　全体でみ ると、好 ま しい 環境 にお い て は
「
公園 ・空 き地」で あそんで い る と回答 した子 ども
が 、約 4割程度 あっ た の に対 し 、好ま しくな い 環境 は 82年 2％、96年 3％ とごくわずか で あ っ
た 。 で は、好ま しくな い 環境の子 どもは 、どん な所 をあそび場所に して い るの か をみ ると、ほ
と ん どの 子 どもが 家の 中、 自宅の 庭で あ そん で い た 。 これ らの 子 どもが あ そん で い る唯一の 広
い あそび 場所 とい えば、学校 や幼稚園の 運動場で あ り、96年に はこ こ を11％ の 子 どもがあそび
場所と して い る 。 こ の よ うにあ そび場所 に つ い ては、両年と もに好ま しい 環境 の 子 ど もは 、好
ま し くな い 環境の 子 どもに比べ 、 公園や空 き地 な ど広い 場所で あそ んで い る 。 好ま し い 環境の
中で 96年と82年 を比較すると、広 い 場所 で あそぶ割合や家の 中で あそぶ割合等 に あまり変化 は
み られない 。しか し、96年の 年中に 82年よ り公 園や空き地で あそぶ傾向が あ り、年長 に も同様
の傾向がある と思われ る。
◎ よ くあ そぶ相 手 （図一 4）
図一4
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　全体で み る と、両年と もに好ま しい 環境の 子 どもは 、好ましくない 環境の子どもに比べ 、「同
年齢 ・異年齢」の い わゆ る友達とあそぶ 割合が圧倒的に 多い 。これに 対 し て 好 ま し くな い 環境
の 子 ど もは 、 「兄弟 ・姉妹」、 「父母 ・祖父母」等家族 とあそぶ 割合が 多 く、特 に 96年の 女子 に
父母 ・祖父母 とあそぶ傾向が多くみ られた。さらに 82年と96年 を比較すると、好 ま しい 環境に
お い て も兄弟 ・姉妹 とあそ ぶ 子 どもが96年 に 増加 し、中で も男子 と年長に そ の 傾向が み られた 。
◎戸外あ そびの 仲間の 数 （図一 5 ）
　 　　 　 　 　 　　 　 　 　 　　 　 　 　 　　 　 図一5
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團 1人 で あそぶ 　囗 2 − 3 人で あそ ぶ 　囲 4 −・5 人 で あそ ぶ 　囗 6 人以 トで あ そ ぶ
　全体で み る と、2 − 3 人で あそん で い る子ど もが 多い 。 好ま しい 環境 は 「4 − 5 人で あそぶ」
が多く、 「1人で あ そぶ」はほ とん どみ られな い 。これに対 して好ま しくな い 環境の 子 どもは 、
「4 〜 5人で あそぶ」は少 な く、96年 には 17％ もの 子ど もが 1人で あそん で おり、好 ま し い 環
境 の 子 ど もは 、 好 ま しくな い 環境の 子 どもに比べ て仲間 の 数が 多 い 。 96年に は性 、年齢 と もに
こ の傾 向がみ られ る。 し か し、好 まし い 環境の 中で 96年 と82年 を比較す る と、あそび仲間の 比
一 28 一
工工一leotronio 　 ibra y 　
Shukugawa Gakuin College
NII-Electronic Library Service
hukugawa 　 akuin 　 ollege
三 笠 ・金築 ・久本 ：子 ど もの あ そ び 環 境 （4）
率にほ とん ど差 がみ られな か っ た 。
◎戸外あそびの 時間 （図一 6）
図一6
　 　 　 　 　 　 　 o％
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　全体をみ る と、好ま し い 環境は好ま し くな い 環境 に比 べ 、両年と もに 、戸外あそびの 時間が
長 い 。逆に好 ま しくない 環境は 、 戸外あそびの時間が短 い 子 どもに 多く、 96年は 「1時間以内」
と回答 した者が約 5割 を占め て い る 。これは好 ま しい 環境で は 1割程度で あっ た 。し か し、好
ま しい 環境 の 中で 96年 と82年 を比較する と、戸外あそびの 時間は、両年ともほぼ 同 じ傾向で あ
っ た 。
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◎戸外 あそび か らの 帰宅時間 （図一 7 ）
図一7
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　全体で み ると、好 ま しい 環境の 方に帰宅時間が遅 く、好ま し くな い環境は帰宅時間の 早い傾
向が ある 。 好ま し くな い 環境 をみ る と96年は 8割以上の 子どもが 17時ごろ まで に帰宅 し て い る 。
そ し て 18時30分頃 と い う遅い 帰宅の 子 どもは皆無で あ っ た 。 両年と もに好 ま しい 環境の 子 ど も
は帰宅時間が遅く、好ま しくない 環境の 子 どもは帰宅時間が早 い 。
　性、年齢 と もに こ の 傾向が み られた 。
［2 ］あそび 仲間が多 い ・少な い の 関連よ り
　ア ン ケー ト調査項 目 「戸外あ そびの仲間の 数」か ら 、 あ そび仲間が多い （4〜 5人以上 で あ
そぶ こ とが多い ）、仲間は普通 （2 − 3 人で あそぶ こ とが多い ）、あそび仲間が少ない （1人で
あ そぶ こ とが多い 〉の 3段階に分類 した 。 仲間の 数 は、あ そび環境に どの よ うな差 を生 じ させ
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て い る の で あろ うか 。 そ の 差を明確 にす るため 、こ こ で は 4〜 5人以上で あそぶ子 ども 似 下
仲間が多い と記述する）と 1人 で あそぶ こ とが 多い 子 ど も （以下仲間が少ない と記述する）を
取 りあげ、両者を比較検討する 。
◎地域の あそび環境 （図一 8）
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 図一8
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圏 近所 に 広 い あそび場所があ る 　　　 口 近所 に広 い あ そび場所 が ない　　　 鬪 占領 され 〔あ そへな い 　　　　 口 近听 に 危険な と こ ろ が ある
■ 近所 は交通 最が 多い 　　　　　　　 口 近：frは 父 通量が 少 「v い　　　　　　　団近所 に あそ び仲間が い る　　　　口 近所にあそび仲冏が い な い
■ 習 い ご とであそ ぶ時間がな い 　　　 日 その 他
　全体 で みると、96年の仲 間が 多い は 、少な い に比 べ て広い あ そび場所が あ り、交通量が少 な
く、近所の あ そび仲間 も当然多い 。仲間が多い ほうが好ま しい あそび環境に あ ると い え る。96
年 と82年 を比較 すると、96年 は、両者 と も交通量 は若干減少 し て い る もの の 、あそび場所や 近
所の 仲間は 82年よ り少な くな り、全体的に は 以前よ り好ま しくな い あそ び環境に変化 した と い
える で あろう。そ し て 、交通量、広 い あ そび場所、近 所の 仲 間の 項 目を、仲間が多 い 少な い 、
それぞれに つ い て 82年か ら96年へ の 推移で み た ，交通量や 近所の 仲間に つ い て は、両者 と も減
少 し て い る数値 に さほ ど差 はみ られ な い 。 しか し、広い あそび場所で は仲間が少な い ほ うが 、
仲間が多い に比 べ て減少 した数値 が高か っ た （仲間が 少な い は71％か ら57％ に減少、仲間が 多
い は 75％ か ら70％に減少）。
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　また、習い ごとに つ い て は、96年の 仲間が少な い 男子 と年長 に習 い ごとで あそぶ 時間がな い
と回答 した もの が、それぞれ 9 ％ 、13％ あり、習 い ごととあそび仲間の 多少 と の 関連 を若干 う
か がわせ るもの で あろう。
◎活動的なあそびの 好 き嫌い （図一 9）
　 　 　　 　 　 　 　　 　 　 　 　　 　 　 　 　　 図一 9
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　全般的に、96年82年 とも、あそび の 伸間が 多い ほ ど、活動 的な あそび を好む傾向が ある。活
動 的な あそび を 「好む （まあまあ好 むを含む）」 「普通」「あまり好 まな い 」の 3段階で みた。
全体で み る と96年の 仲間が多い は83％が活動的なあそび を好ん で い る 。 それ に対 し、仲間が少
ない は 64％で あ っ た。仲間 が多い 、少な い それぞれ を96年 と82年で比較する と、96年 の 方が両
者 とも活動的なあそび を好む は 多く、 また 、 両年とも伸間の 多少 に 関わ らず、男子の 方 が女子
より活動的なあそびを好 んで い る。
　年齢で み る と、伸間の 多少に 関わ らず、年中、年長と もに活動 的な あそび を好む は82年 より
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　三 笠 ・金築 ・久本 ：子 ど もの あそび環境  
多 い 。特 に 、年中の 仲間が 多い に 活動的な あそび を好む割合が高 くみ られた 。
◎あそびの 内容 （図一10）
　　 　 　 　 　　 　 　 　 　　 　 　 　 　　 　 　 図一10
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　全般的に 、 あそび仲 間が多 い ほ ど戸外あそ びが 多い 。 あそび の 内容を 「戸外あ そび が多い
（戸外 あそびが やや 多い を含む ）」「戸外 ・室 内半分」「室 内あ そびが 多 い （室内 あそび がや や
多い を含む）」の 3段階で み た。全体 でみ る と96年の 仲間が 多 い は戸外あ そび が 多 く、約 50％
を占め て い る 。それに 対 し、仲間が少ない は 、わずか 12％ で しか な い 。 両者と も82年 より戸外
あそ びは大き く減少 して い る。こ こ で、あそび環境全体か ら96年 と82年で 比較す ると、仲間が
多い 子 どもに環境が悪化 した と い う変化は 特に み る こ とが で きなか っ た。そ して活動的 なあそ
び を好む仲間が 多い 子 どもは82年より増加 して い た、し か し、仲間が 多い 子 ど もの 戸外 あそび
は82年よ り減少 して い る。こ こ に は、「あそび仲間一
一
あそび場所」以外の 何 らか の 要因が戸外
あそび の 減少に 関わ っ て い る と い えよ う。
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　また 、仲間が多い 少な い に 関わ らず女子の 方が 男子 より戸外あそびが 少ない 傾向に ある。
　年齢で み る と、仲間が少ない は、年長の 方が年中よ り戸外で あそん で い る 。
◎あそびの 種 目 （図一 11）
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 図一11
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  あそびの種目全体
●調査 し た あそび （45種目）の 中か ら、 4割以上の 子 どもが あそんで い る種 目を取 りあげ検討
した 。
　全般 的に 、仲間が多い 少な い による顕著 な差 は あま りみ られ な い 。 両者 とも、「絵描き」「絵
本」「テ レ ビ」「自転車」「ブラ ン コ 」「砂 あ そび」な どの 種目で よくあそん で い る。仲間が少な
い は仲間が 多い に比べ て 、「絵描 き」「絵本j 「テ レ ビ」「ブラ ン コ 」「滑 り台」の あ そび をして
い る割合が高 い 。 それに対 し、仲間が多い は、「砂 あそ び」「自転車」で よくあそんで い る 。 そ
して 、そ の 中で 「テ レ ビ」 「自転車」「砂あ そび」は男子、「絵描 き」 「絵本」 「ブ ラ ン コ 」「滑り
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台」は 女子の 方が よ くあそん で い る。
　年齢で み ると、年中は 「絵描き」「絵本」
一
砂 あそび」等の あそびが多く、年長は 「テ レ ビ」
「自転車」の あそび が 多い 。 また 「ブ ラ ン コ ー
一
滑 り台」の あそびで は 、仲間が 多い 子 どもの
年中が よ くあそび 、仲間が少な い 子 どもは 、年長が よ くあそん で い る。
＊ テ レ ビゲーム につ い て
　82年の 調査 時に は 、まだ幼稚園児に それほ ど波及 して い なか っ た の で 項 目には入れなか っ た 。
しか し 、 96年に は項 目に入 れた が、上位 4割以上の 中に入 る回答は得 られて い な い 。
  戸外あそびの 種 目
●調査 したあ そび （45種 目）の 中か ら戸外あそ びを取 りあ げ、その 中で 2割以上の 子 どもが あ
そんで い る種 目を検討した 。
　戸外 あそび をみ ると、全般に仲間が 多い 子 どもの 方 がよ くあそんで い る。そ して 、種 目に注
目する と、特に 「鬼 ご っ こ」「か くれんぼ 」「砂あそび」は 、伸問 が多い 子ど もほ どよくあそ ん
で い る傾向に あ る 。 それに対 し、仲間が少な い は 「ブラ ン コ 」「滑 り台」で よ くあそん で い る。
鬼 ご っ こ やか くれんぼ などの あ そびは 、仲間の い る こ とが あそび を成立 させ る条件で ある 。 1
人で あ そぶ こ とが 多い 子 どもは 、伸間 を必要 と しな い ブラ ン コ や滑 り台で あそぶ こ と が 多くな
るの も当然の こ とで あろ う、ま た、鬼 ご っ こ や か くれんぼ な どの あそびは 、追 い か けた り、逃
げた りな ど、ブ ラ ン コ や滑 り台 に比べ 運動量 は多い 。 この こ とは、仲間が少な い 子 どもは 多い
子 どもに比 べ て 、運動量が不足 し、あそび をとお して 人と の 関わ りを学ぶ機会 もまた少な い と
い え る の で は ない だろ うか 。また 、 96年 と82年 を比較す る と、仲間の 多少に 関わ らず、「か く
れんぼ」、「野球」、「なわ とび」、「砂あそび」、「泥 ん こ あそび」、「水あそ び」な ど の あ そびは減
少 した 。
　また 、今回 の 調査 で取 りあげた戸外の 種 目に 限定すると、年中の方が年長よ り全体的に あそ
ん で い る種 目は 多い 傾向を示 して い る 。
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◎ よくあ そぶ場所 （図一 12）
図一12
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ge自t｛・友達 の a 　囲 学校 や幼稚園の 運動場　鬮その 他
　全体で み る と、仲間が 多い は 、公園 ・空 き地 、道路 ・駐車場で あそび 、仲間が少な い は、自
宅 ・友達 の 家で あそぶ 割合が高い 。96年の あそび仲間が多い は、「自宅 ・友達の 家」で あそぶ
割合は 25％ で あ っ た。それ に対 し、仲間が少 な い は 「自宅 ・友達の家」が61％ を占め る 。 仲間
が 多い 子 ど もは外で あそび 、仲間が少 ない 子 どもは家の 中 を主な あそび場所 とし て い ると い え
る 。 また 、 96年の男子 と年長に全体 と同様の 傾 向がみ られた 。
　注 目すべ き点 は、「学校 ・幼稚園の 運動場」と い うあそび場所が、96年 と82年 を比較すると、
い ずれ もわずかで は あ るが 96年に 増加 し て い る 。こ こ に は、学校をあそび場所と し て 解放する
な ど、地域の 取 り組 みが反映 されて い る の で はな い だ ろ うか 。
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三 笠 ・金築 ・久本 ：子 どもの あ そ び環境（4）
◎よ くあそぶ相手 （図一13）
図一13
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　全般的 に、仲間が多い 方が少ない より友達とあそぶ傾 向に ある 。 全体で み る と、96年の仲間
が 多い は 、「同年齢の 友達」が 50％を占め、次 い で 「兄弟 ・姉妹」が 32％ の 順 に な っ て い る。
ま た、「異年齢の 友達」 とあそぶ割合が約 1 割を占め る 。 それに対 し 、 仲間が少 な い は 、「父 ・
母 ・祖父母」39％、次 い で 「1 人で」 25％ を占め 、 「同年齢の 友達」 とあそぶ子 ど もは、わず
か 14％で あ っ た 。 そ して 、「異年齢の友達」はみ られ な い 。96年 と82年 を比較する と、96年の
仲間が多い は、「異年齢の 友達」の 減少 とともに 、 「兄弟 ・姉妹」とあそぶ割合 が増 して い る 。
それに 対 し、仲 間が少な い は 、 「父母 ・祖父母」 とあそぶ割合が増加 して い る 。
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◎戸外 あそび の 時間 （図一14）
図一14
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　全般的に 、 あ そび仲間が多い ほ ど、戸外で の あそ び時間は長 い 。 2 時間以上戸外 あそび をし
て い る子 ど もを全体で み ると、96年の 仲間が多い が 44％で あ る の に対し 、 仲間が少ない はわず
か 7 ％ で あ っ た。これ を、82年 と比較する と、96年の 仲間が多い 、少ない と も大 き く減少 して
おり、96年の 戸外あそびに費や す時間は短 くな っ て い る 。
　そ して 、 3 時間以上戸外 で あそんで い る子 どもを 、 仲間が多い 、少ない で 比較すると、96年
の 仲間が 多い は 82年の 35％ か ら13％ に減少 したが 、仲間が少な い は、ま っ た くい な くな っ た。
こ の ように仲間の 多少に よっ て 戸外 あそびの 時間は著し く差が生 じる 。
　年齢で み る と、96年の 仲 間が少な い 年長は年中に比べ 、戸外 あそびの 時間はやや短い 傾向に
ある 。 また、 2時間以上が 82年 の 50％か ら96年に は 6 ％ と大き く減少 した。
◎戸外あそびか ら の帰宅時間
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　全般的に 、 あそび 仲間が多い ほ ど、戸外 あそびか らの 帰宅時間は遅い 。 全体で み る と96年の
5 時30分以降に帰宅して い る子 どもは、仲間が 多い は 62％で ある の に対 し、仲間が少 な い は 24％
で あ っ た 。 さらに 、 96年 と82年 を比較する と、1中間が 多い に変化 はみ られず、仲間 が少な い は
帰宅が早 くなっ て い るの みで 、両者 とも96年 と82年の帰宅時間の 差は あまりみ られ な い 。 また、
両年 と も男子 の 方が女子よ り 5時30分以降 に帰宅す る割合が高い 。
　年齢 でみ る と、96年で は仲間が多 い 少な い に関わ らず年長の 方が帰宅時間 は遅い 。 そ して 、
6時30分以降の 遅 い 時間に帰宅する子 ど もは 、96年の 仲間が多 い 年長 は年 中の 約 2倍に あた る
15％ を占めて い た 。
◎戸外 あそびの仲間の性別
　全体で み ると、あそび仲間が 多い方が少な い より同性異性混合で あそぶ傾 向がある 。 96年の
あそび仲間が 多い は 「同性 とあそ ぶ」「同性異性混合で あそ ぶ 」割合が そ れぞれ約 5割で あ っ た。
それに対 し、仲間 が少な い は 「同性」の 割合が 多く、「混合」で あそ ぶ 割合は少 な い 。 82年 と
比較す る と、96年は 、 両者 と も 「同性」が減少し、「混合」が増加 して い る。
　また 、 仲間が多い 少ない に関わらず、男子の 方が 「同性」 とあそぶ割合が わずか なが ら高 い 。
　年齢で み ると、仲間が 多い 少 ない に 関 わらず、年長 の 方 が年 中に比 べ 、「同性」 と多くあそ
ん で い る 。
◎戸外あそびの 仲間の 状況
　全般的に、ほ とん どの 子 どもはあそびの 仲 問が ほぼ 決ま っ て い る。 全体で み る と、96年の 仲
間が 多い は、92％が決 まっ た仲間とあ そん で い る 。 それに対 し、仲間が少な い は、67％で あっ
た 。 82年 と比較す る と、96年の 仲間が多い で は、決 まっ た仲間が い る と い う項 目に はほ とん ど
減少は なか っ た が、仲間が少な い で は 90％ か ら67％ へ と大 き く減少 した 。
◎習 い ご と の 有無
　全般的に 、 仲間が 多い 方が習い ごと をして い る傾 向に ある。全体でみ る と、96年の 仲間が 多
い は 65％が習 い ご とをして い る 。 それに 対 し 、 仲間が少な い は、51％で あっ た。82年 と比較す
る と 、 96年で は両者 とも習い ごと をして い る子 どもは約 14％ 程度増加 して い る。また 、両年と
も仲間が 多 い 女子 は男子 よ り習い ご とをして い る 。
◎習い ごとの 回数の 合計
　全般的に 、 仲間の 多い方 が少な い に比べ て習い ご と をして い る傾向に あ る 。 全体で み ると、
週の うち 3回以上習い ごとを して い る子 どもは、96年 で は仲間が 多い ほ うが わずか で はあるが
多い 。82年と比較す ると、96年で は両者と も習 い ご と の 回数 は増 して い る 。 また 、仲間が多 い
は 3回以上の 習い ごとに男女の 差 はみ られず、82年に比 べ 、男女と もほ とん ど増加 して い な か
っ た 。 しか し、それに 対 し て f中間が少な い は、男子の 方が女子 に比 べ て 3 回以上 の 割合が高 く、
男女と も82年 よ り増加 した 。
　年齢で み ると、仲間が多い 少な い に関わらず 、年長の 方が年 中よ り週当た りの 習 い ご との 回
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数は多い 。 地域の あそび環境で 、男子の 年長 にの み 「習 い ごとで あそぶ 時間 がな い 」とい う回
答がみ られ た。こ れは習い ご と の 回数の 多さがその 数値 に反映 して い ると い え るで あろう。
［3］起床時間 、 就寝時間
　規則正 しい 生活 を環境 と して位置付け、その 一つ で ある起床時間 、 就寝時間か ら、早 く寝て
早 く起 きる （以下早寝と記述する）傾向が ある者、遅 く寝て遅 く起 きる （以下遅寝 と記述する）
傾向が ある者 をと りあげて両者 を比較検討す る 。
◎地域の あそび環境 （図一15）
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 図一15
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　96年の 早寝 と遅寝を比較する と早寝の 方 に あそび仲間が い る、交通量が少 ない と回答 した も
の が多 く、早寝は まあまあ好 ましい あそび環境に あ る 。 し か し、あそび場所につ い て は 「近所
に公 園などの 広 い あそび場所が あ る」に回答 し た子 どもは 、早寝で 70％ 、遅寝で 72％ とほとん
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ど差 が なか っ た 。82年は あそび場所が ある、あそび仲間が い る、交通量 が少な い の どの 項 目も
早寝の ほ うが遅寝より回答 が多く、早寝が好ま し い あそび環境に あ る と い える 。 その 中で も、
特に は あそび場所が 多くある の 項 目に は差 （早寝 78％ 、遅寝 53％ そ の 差 25％）がみ られた。
◎活動的なあそびの好き嫌い （図一16）
図一16
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　82年の 男子 と年中に 遅寝より早寝の 方に活動 的なあそびを好む傾向がみ られ る。 し か し、96
年は早寝と遅寝の比較で は、活動的なあそびの好き嫌い の 傾向はほ とん どみ られ な い 。
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◎ あ そびの 内容 （図一 17）
図一17
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　96年、82年 とも多少の 差 はあ るが 、全般 に戸外で あそんで い る子 どもの 方 が早寝早起 き の傾
向が ある。そ して 、96年の男子 に こ の 傾 向が著 しい とい え る 。 しか し、96年の 女子 には こ の 傾
向がみ られな い 。
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三 笠 ・金 築 ・久本 ：子 ど もの あそ び環境（4）
◎ よくあそぶ場所 （図一18）
図一18
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　全般的 に早寝の ほ うが遅寝 に比 べ 公園 ・道路等の 戸外で あそんで い る傾向がある。その 中で
も、特に 82年の 男子 にその傾向が著 しい 。 しか し同年の 女子の傾 向は逆で遅寝 の 方が戸外 で あ
そん で い る 。
◎ よ くあ そぶ相手
　96年の 全体 と男子 に遅寝 より早寝の 方 にわずか で あるが家族 （父母 ・祖父母 ・兄弟 ・姉妹）
よ り友達 （同年齢 ・異年齢）とあそぶ傾 向が み られ た 。
　 し か し、96年の 女子 、年中、年長 および 82年 にお け る、早寝と遅寝の比較で は 、 あ そび相手
との傾向はほ とん どみ られな か っ た。
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◎戸外あそびの時間 （図一19）
図一19
全　体
早 寝 ・早起
遅寝 ・遅起
男 　 子
早寝 ・甲起
遅寝 ・遅起
女 　 子
早寝 ・早起
遅寝 ・遅起
年 　 少
早寝 ・早起
遅寝 ・遅起
年　 中
早寝 ・早起
遅寝 ・遅起
年　 長
早寝 ・早起
遅寝 ・遅起
0％
1996 年
1992 年
1996年
1992年
　 且996 年
・〈　 1982 年　 1996 年
　 1982年．
1996年
1992 年
1996 年
1982 年
1996 年
1992 年
1996 年
1992年
1996 年
1982 年
1996 年
1982年
1996 年
1992ij
］996年
1982年
20％ 40 ％ 60％ 宕O％ lo〔］％
團 1時間以内　　口2時間以内　　團2時間以上　　口 3時間以上
　 2時間を境 に以上 、 以下で み ると96年は遅寝よ り早寝の 方 にわずかで あ るが戸外あそびの 時
間が長 く （2 時間以上が増加）な っ て い る。そし て 、男子の 方に こ の 傾向が著 し い 。し か し女
子に こ の 傾向は な い 。
◎戸外あそびの 仲間の 数
　96年は早寝の 方 が遅寝 よりあそび仲間の 数 が多い と い え る。 また、96年、82年 ともに一部を
除い て 早寝の 方が遅寝より 4 人以上で あそ んで い る割合が高 い ．そ の 一部とは、82年の 年長と
女子で 、年長 は早寝 、遅寝 とも 4人以上で あそぶ が同 じ ぐらい の 割合で 、女子は逆 に遅寝の 方
が早寝よ り 4人以上 で あそぶ と い う割合が高い 。
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◎テ レ ビ視聴時間に つ い て （図一20）
全　体
早寝 ・早起
遅寝 ・遅 起
男　 子
早寝 ・早起
遅寝 ・遅起
女 　子
早寝 ・早起
遅 寝 ・遅 起
年　少
早 寝 ・早起
遅 寝 ・遅 起
年　 中
早寝 ・早起
遅 寝 ・遅 起
年　 長
早寝 ・早起
遅 寝 ・遅 起
o％
客ii｝
　 1996年
　 且982年
・〈　 1996年
　 19S2年
　 1996年
　 lgs2年
・く　 1996年　 1982年
1996年
1gs2年
1996年
］992 年
1996年
1992年
1996年
1982年
　 1996年
　 且982 年
・〈　 1996年　 1982年
20％
図一20
40 ％
三 笠 ・金 築 ・久本 ：子 ど もの あそ び環境（4）
60％ 8  ％ 100％
國
　テ レ ビ視聴時間の 制限 を早寝 と遅寝で 比較す る と、96年、82年と も早寝 に制限 して い る割合
が高 い 。
　視点 を変 えて 、テ レ ビ視聴時間を早寝、遅寝か らで な く、前回の 調査結果か ら考察す る と、
96年 と82年の全体の比較で はテ レ ビ視聴時間の 制限あ りの 回答が 、96年は 29％ 、82年は51％ で
あ っ た。そこ で 、早寝 、早起 きの 全体 とこ の 前回の 数値 を比較す ると、両年 とも早寝 は こ の 数
値を上回 っ てお り、遅寝は こ の 数値を下回 っ て い る 。 すなわち、早寝早起 き と い う条件下で は
視聴制限が厳 し く、遅寝遅起 きとい う条件下で は視聴制限がゆ るやか で あるとい うこ とに なる。
こ の こ とか ら、テ レ ビ視聴制限 と起床 ・就寝時間は関連が あ ると い え るの で は なか ろ うか 。
一 45 一
工工一leotronio 　 ibra y 　
Shukugawa Gakuin College
NII-Electronic Library Service
hukugawa 　 akuin 　 ollege
4．結論
（1）好 ま し い あ そび環境 ・好ま し くな い あそび環境に つ い て
　好まし い あそび環境の 子どもは 、 公園や空 き地 、 道路駐車場等 、 戸外の 広い 場所で あそんで
お り、友達 （同年齢 ・異年 齢）と もよくあそび、 4 〜 5人以上の 集団で あそぶ こ とが 多い 。 そ
れ に対 して 、好ま しくな い あそび環境の子 どもは 、ほ とん ど家の 中や 自宅の 庭で あそ んで お り、
戸外の 広い 場所で あそ ん で い る子どもは わずか で ある。また 、 あそび相手は 、 兄弟や姉妹 、 父
母や祖父母 とい っ た家族 と よくあそび大勢の 友達 より 1人で あそぶ こ とが多い 。
　 しか し男女で み る と、女子 は男子 に比べ て好ま し い あそび環境で あ っ て も、公 園や空き地 な
ど広 い あそび場所で あそぶ こ と 、 戸外での あそび、戸外で の あ そび時間な どが少な い 。 さ らに
仲間の 数 も大勢で あそぶ こ とが少な い 。こ れ らの こ とは 、環境 より性すなわ ち女子本来の 特質
なの か、ある い は他の 要因が関与して い る もの なの か、検討の 余地が あると思われる 。
（2） あそび仲間が多い 少 ない に つ い て
　仲間 が多い 子 どもの あそび場所 をみ ると、公園や空き地、道路や駐車場等、戸外の 広い 場所
で あそん で い る。そ し て 、主 に 同年齢の 友達 とあそ ん で い る が 、異性の 友達と もあそび 、 仲間
は い つ もほぼ 決ま っ て い る 。 戸外で の あ そび時間は長 く 、 帰宅時間 も遅 い 。 戸外あそびの 種 目
で は、あそび仲間が少 ない 子 どもに比 べ て 、「鬼 ご っ こ」「か くれんぼ」などの あそ びが多い 。
　それ に対 し て 、仲間が少 な い 子ど もは、自宅や 友達の 家 を主なあ そび場所 と し、戸外の 広い
場所で あそん で い る子どもはわずかで ある。そ して 、両親や祖父母と よくあそ ぶ ． あそび仲間
はほ とん ど同性で 、異性の 友達とあそぶ こ とが少 な く、決 ま っ たあそび仲間は あま り持 っ て い
な い 。 戸外で の あ そび時間は きわ めて少な く 、 帰宅時間は早い 。 そ して 、 82年に比 べ 戸外での
あそび時間の 減少 が著 しい 。 戸外 あそびの 種 目で は、あそび仲間が 多い 子 どもに比 べ て 「ブラ
ン コ 」や 「滑 り台」で よ くあ そぶ 。
　こ の こ と か ら 、 大勢の あそび友達 を持ち、広 い あそび場所が あ る と い っ た 好ま し い 環境が あ
れば、戸外あそび は活発化 し、あそび時間 も増加す る 。 また 、 あそび 自体 も活動量 や人 との 関
わりが多い 集団的運動 あそびが多 くな るとい えるで あろ う。最近で は、鬼 ごっ こ や陣取 りなど
の 集団的運動 あそび の 衰退 が報 告 されて い る 。 あそび で 子 どもが育 つ こ とは今更い うまで もな
い 。そ の あそびは子 ども自身が 身体や知恵 を使 っ て 集団で 活発 にあそび、自らあそ びの面自さ
を見い だすと こ ろに大きな意昧を持つ もの で ある。
（3）起床 ・就寝時間につ い て
　早寝早起 きの 子 どもは遅寝遅起 きの 子 どもに比 べ て 、戸外で あそび、また 、あそぶ相手 は同
年齢や 異年齢の 友達とあそぶ傾 向にあ る 。 そ して 、あそび時間 につ い て は 2 時間以上 で 比較す
る と、早寝早起 き は遅寝遅起 きに比べ 2時間以上 あ そんで い る回答が 多い 。 またあ そび仲間の
数に つ い て は 2 〜 3人で あそぶ こ とが 多い が 、 4人以上で あそん で い るに着 目す る と、早寝早
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 三 笠 ・金築 ・久本 ：子 ど もの あそ び環境 （4）
起 きに遅寝遅起 きより 4人以上で あそん で い る回答が 多い 。こ の こ とか ら、戸外で友達と活発
に あそぶ ため の 一要因と し て 、起床 ・就寝時間が あげられる の で はなか ろうか 。しか し、性 、
年齢 に よっ て は起床 ・就寝時間の 早い遅 い に傾 向が な い項 目もあ り、また 、遅寝遅起 きで も戸
外で よ くあそん で い るとい う結果も一部あ る。こ の こ と か ら、睡眠 とい う軸か らみ た規則正 し
い 生活 と戸外あそび との 関連に つ い て は 、まだ まだ検討 の 必要 が ある。
　以上よ り次の ように統括で きる 。
　前回の 分析で は 、96年 より82年の 方が戸外で よ くあそん で お り、 あ そび仲間 も多 く、あそび
時間も長い 等、これ ら各々 に 有意な差がみ られ 、 96年の あそび環境 が悪 くな っ て い たの は明 ら
か で あっ た。しか し、今回の よ うに、居住地域の 枠 に とらわれず、個々 の あそび環境 とい う視
点か ら、好 ま しい あそび環境 （近所に広い あそび場所が ある、近所に あそび仲間が い る、近所
は交通量 が少な い ） が近所 に ある子 どもを82年と96年で比較す る と、「戸外 あそび ・室 内あそ
び」 「よくあそ ぶ 場所」「戸外あそびの 仲間の 数」「戸外あそびの 時間」各々 の 項目に それほ ど
有意な差は み られ なか っ た 。 すなわち、こ の 分析 か ら好 ましい あそび環境は 、 戸外あそ びを促
す大 きな要因に な る こ とがわか っ た。また、あそび仲間 と い う視点か らは、大勢で あそぶ こ と
が戸外あそびを活発にする 。 さ らにそれは集団的運動 あそび （鬼ご っ こ、か くれんぼ 、砂 あそ
び）に結び つ きや すく、 あ そび の 内容 は充実す る 。 こ の ようにあそび仲間の数 と戸外あそび の
関連が明 らか にな っ た。し か し、96年と82年の比較でみ る と、大勢の 友達 とあそ び、広 い あそ
び場所 が あ る好 ま し い 環境の 子 どもで あ っ て も、96年に は 戸外 あ そび が 約 1割程度減少 し て い
る こ とがわか っ た 。 こ れ は、少子化 、都 市化、魅力的な室 内あそびの 数々等、子 どもを取 り巻
く社会状況 が、子 どもを室内で あそぶ 方向へ と導い て い ると い えるの で は ない だろ うか 。 また 、
近年子 どもの生活にお い て宵 っ 張 りの 朝寝坊 が低年齢化 して い る と い われて い る。そこ で 、早
寝 ・早起 き、遅寝 ・遅起 き と戸外あそび と の 関連 を分析 した結果、早寝 ・早起 きの子 ど もに、
よ く戸外で あそぶ との 関連はみ られ たが、一部み られな か っ た項 目もあっ た。こ れに つ い て は
今後の 検討課題 に して い きた い 。
　い ずれに して も、近所 に好 まし い あそび環境が あれば戸外 あそびを活性化する こ とが で き る
とい える。しか し、こ の 好ま しい あそび環境 が年々 減少 して い くの も明 らか で あり、子 どもた
ちが思い 切 りあそべ る環境の 確保 に真剣に取 り組まね ばな らな い 時期に 来て い る と思 われ る 。
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（調査票）
「子どもの あそび」環境調べ
§お予さ まの 生年月 日 ・性別
男　 　女平成 年　 　月　　 日生
§お子さ まの 身長 （　 ．） cm 体重 （
§家族構成
）kg
続柄 本人
年令
§お子 さ まの起床時間 （　 時　 　分頃）　就寝 （　 時　　分頃）
§以 下の 質問に は、次の 要領で ご記入下 さい 。
O 解答欄に番号で記入 して ください 。
○＊印の 質問は、い くつ で もお答え下さい 。
○ 順位 の 指示 が あ る場 合 は、順番に お答 え下 さい 。
　 なお、お 子 さ まの 平 日にお ける最近の 平均的な生活 を
　参考にお 答え下 さい 。
問 5 あそ びの 内容につ い て 〔ひとつ だけ｝
　　1．戸外あそび が多い
　　2．戸外あそ びがや や多い
　　3．戸外 ・室内半分 つつ ぐらい
　　4．室内あそびがやや多い
　　5．室内あそびが多い
回答 （ ）
間 1 ＊ 地域 の あ そ び環境 （い くつでも〕
　　1．近所 に公園など広い あそび場所が ある
　　2，近所 に公園など広い あそび場所が ない
　　3，近所 に 公 園な ど広 い あそ び場 所 はあ るが
　　　年上 の 子 どもや大人 に 占領され て あそべ ない
　　4．近所に池や川、材木置き場の よ うな危険 と
　　　思わ れ る ところが ある
　　5．近 所は交通 量 が多 い
　　6．近 所は交通量 が少 ない
　　7．近 所にあ そ び仲間が い る
　　8．近所にあそび仲間があまりい ない
　 　9．お け い こ ご とな どで あ そぶ 時 間 が ない
　 10．その 他 （　　　　　　　　　　　　 ）
回答 （　　　　　　　　　　　　　　 ）
問 2 よ くあそ ぶ場所は 〔順位をつ けてください 5位まで）
1．公 園
2，空 き地
3．道路
4 ．駐車場
5．寺や神社
6．野原
7．池 や川
8．自宅の 庭
9，家の 中
10．友達の 家
ll．学 校 や幼推 園の 運 動場
12．その 他 （
回答 　1位　 2位 　 3位 　 4位 　 5位
　　 （　 ）　（　 ）　（　 〉　（　 ）　（　 ）
）
問 6 あそび の種目 （順位をつ けてください室内、戸外混合で10位、まで〉
室内あそび （1　− 19）
1，積み 木あそび 　 2．ブロ ッ クあそ び 3．パ ズル あそび
4 ．トラ ン プあそび 5，ままご とあそび 6．お店屋 さん ご っ こ
7．制作 あ そ び　 　 8．粘 土 あそ び 　　 9 ．絵描 きあそ び
10．あや と りあそ び ll，折紙あそび 　　12、絵本をみ る
13．テ レビ をみ る 14．テ レ ビゲ ムー をする 15．ゲ ムー をす る
16．踊 っ た り、楽器を使っ てあそぶ
18．お 手 玉 をす る　 19．そ の他 （
戸外あ そ び （20〜45＞
20．鬼 ご っ こ 　 　 21．か くれん ぼ
23．ヒ ロー ごー っ こ 24．石け り
26．ま りつ き　 　 　 27，ま り投げ
29．ゴ ム とび　 　 　30．竹馬
32．なわ とび　　　33．自転車の り
35．ぶ らん こ　 　 　36，すべ りだい
38．ジ ャ ン グル ジム 39．うん てい
41．鉄棒 42，泥ん こ あそび
44．ザ リ ガニ 取 り、虫取 り等
よ くあ そぶ 相手は
1位
　　　 （　 ）
回答
　　　　6位
問 3
（　 ）
17．おは じきをする
　　　 ）
22．怪獣ご っ こ
25．陣地 とり
28．野 球
31．こ ままわ し
34．砂あそび
37．シ ソーー
40．　9 り棒
43．水 あそび
　　　 45．その 他 （
2 位　 　3 位　 　4 位
（　 ） （　 ） （　 ）
7 位　 　8 位　 　9位
（　 〉 （　 ） （　 ）
5 位
（　 ）
lo位
（　 ）
）
（順位をつけてください 5位まで｝
1．父 ・母
2．祖父 母
3 ．兄 また は姉
4．弟 また は妹
5，ひ と りで
6，同じク ラス の 友達
7．同年令の 他の ク ラス の
　 友達
8，おけい こ ご との 友達
9．年下の 友達
問 7 戸外あそびの 時 聞 〔ひとつ だけ）
10．年上の 友達
11．その 他 （
回答　1位 　 2位 　 3位 　 4位 　 5位
　　（　 ）　（　 ）　（　 ）　（　 ）　〔　 ）
）
　　1．30分以内
　　2．1時間以内
　　3．1時間30分以内
　　4．2 時 間以 内
回答 （　 　 ）
5．2時間30分以 内
6．3時間以内
7．3時間以上
8．そ の 他 （　 　 　 ）
問 8 戸外あそ び の仲 間の 数 （ひとつだけ｝
1．1人 で あそぶ こ とが多い
2．2〜3人 で あそ ぶ こ とが 多い
3．4〜5人 で あそ ぶ こ とが 多い
4，6人 以上 で あそ ぶ こ とが 多い
5．そ の他 （　　　　　　　 ）
回答 （ ）
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三 笠 ・金 築 ・久 本 　子 ど もの あ そ び環境 （4）
　〈 動機お よび 目的〉 　　　　　　　　　　　　（頭 目以内）
　25．健康の ため 26．体力作り27．学校に役立つ 2＆ しつ け
　29．集中力をつ ける 30，忍耐力をつ ける 3L礼儀をつ ける
32．集 団生活 になれさせ る 33．技術を身につ け る
34．友達が 行 っ て い るか ら 35．本人 が行 きたが っ たか ら
36．そ の 他 （　　 　 　　 　 　　 　 　　 ）
回答
　 　 　 　 　 〔2ト 24〕“ 3−20〕 （25’v36）
〈 回数〉 〈 1回にっいての黼 〉 〈 動機および目的〉
（
（
（
（
（
（
（
（
（
（
（
（
（
（
）
）
）
）
）
）
）
〔
（
（
（
（
（
（
）
）
）
）
）
）
）
）
）
）
）
）
）
）
問 14 習 い ご とにつ い て （おけ い こ ごと）
・習い ご とをして い る方だけお 答えくだ さい
・習い ご との種 類に対 して 、回 数、時間、動機お よび
目的を番号で ご 回答 くだ さい
〈 回数〉 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〔ひとつ だけ｝
13．週 1回 14．週 2回 15，週 3回 16，週 4 回
17．月 1 回 18．月 2 回 王9．月 3 回 20，その 他 （　 　 ）
〈 1回に つ い て の 時間〉 　　 　 　　 　 　　 　 （ひとっだけ1
21．30分 22．1時間 23．1 時間30分 24，2 時間
　　　　 　　　 　　　　 　　　 　　　　 右上に続 く t
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